
再評価 【番号１】

一般国道１９３号
倉羅工区



１．現道の道路交通上の課題
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凡 例

計画ルート

神山町

吉野川市

現道ルート

落石危険箇所

地すべり防止区域
⑥幅員狭小・線形不良
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②地すべり抑止状況
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⑤落石の危険性あり

①地すべりに伴う通行制限
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倉羅工区 L=５.１km（現道L=１１．９ｋｍ）

バイパス区間 L=３．５km
現道拡幅区間
L=１．６km

④幅員狭小・線形不良
③落石状況



一般国道１９３号 倉羅l工区 L=５.１km

２．事業概要

倉羅トンネル（仮称）

L=2,700m

倉羅大橋
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古井１号橋
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計画ルート
現道ルート

神山町
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位置図

現道拡幅
区間

L=1.6km

トンネル標準断面図 （W=6.0m(7.0m)）

現道拡幅区間
標準断面図
W=（5.5m(7.0m)）

トンネル区間 L=3.5km

７．０ｍ

７．０ｍ



一般国道１９３号 倉羅工区（現道拡幅区間） L=１．６km

２．事業概要

L=88m

至
海
陽
町

高
松
市

位置図

事業計画（Ｈ２３評価時）
現道拡幅区間及びバイパス区間（トンネル含）
全体事業費１０５億円

現道拡幅区間において，地すべりの変状が見られ精査の結果，
対策工が必要となり事業費が増大（６億円増工）

事業計画（Ｈ２８評価時）
現道拡幅区間及びバイパス区間（トンネル含）
全体事業費１１１億円

凡 例

現拡ルート

地すべり変状発生箇所

①地すべり抑止状況
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３．事業の進捗状況

一般国道１９３号 倉羅工区 L=５.１km

３．事業の進捗状況

倉羅トンネル（仮称）

L=2,700m

倉羅大橋
L=175m

至
高
松
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凡 例

供用済み
未供用

神山町

吉野川市

バイパス区間 L=3,500m現拡区間

古井１号橋
L=88m

① 施工状況 ② 現道拡幅区間(供用済)
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４．事業評価結果

・走行時間短縮便益

・走行経費減少便益

・交通事故減少便益

計 １２３億円

(参考)その他の便益を含むＢ／Ｃ = １.０

※費用Ｃ＝１２３億円 （現在価値化後）

（現在価値化後）

その他の便益

・大気汚染や温暖化防止効果

計 ０．５億円

貨幣換算可能な整備効果 貨幣価値に表れない整備効果

環 境

■緊急輸送道路ネットワークの強化

⇒道路の走行性，安全性が向上
■災害拠点病院等へのアクセス強化

⇒地域防災力の向上

■観光地へのアクセス強化

⇒観光を中心とした産業振興

防災・減災

産業振興

■安全・安心の確保

⇒安全性の向上
地域住民の安全・安心の保証

■救急車両のアクセス向上

⇒地域住民の安心感の向上

安全・安心

（現在価値化後）

Ｂ／Ｃ ＝１.0

０.５億円



５．道路整備による多様な効果①【貨幣価値換算可能な整備効果】

◎その他の便益

・CO2，NOxの排出量が抑制されることに
より，大気汚染・温暖化防止効果が見込まれる

■大気汚染や温暖化防止効果

大気汚染・温暖化防止効果：０.５億円

環 境

【CO2排出量】 【NOx排出量】

CO2排出量
約80%削減

Nox排出量
約84%削減



５．道路整備による多様な効果② 【防災・減災】 【安全・安心】

【安全・安心】 地域間の安全な通行の確保

①安全安心の確保

・幅員狭小の解消かつ長大な路線延長の大
幅な短縮 (1１.9km⇒5.1km)により
新たな地域間交流が期待できる

「地域住民の安全性の確保」

②地域住民の救命率の向上

・道路整備によるアクセス性向上により，救急
医療における救命率が向上

「地域住民の安心感の向上」

神山町
(上分地区)

倉羅バイパス

吉野川医療センター

倉羅工区

ホウエツ病院

協立病院

徳島大学病院

徳島県立中央病院

①緊急輸送道路ネットワークの強化

【防災・減災】 災害に強い道路ネットワークの構築【防災・減災】 災害に強い道路ネットワークの構築

・幅員狭小・線形不良の解消,落石危険箇所の回避

②災害拠点，避難場所等へのアクセス強化

・災害拠点病院(吉野川医療センター)や最寄り自治体役場などへの
アクセス性が向上

避難場所
（吉野川市ふるさとセンター）



５．道路整備による多様な効果③ 【産業振興】

【産業振興】 地域経済の活性化

倉羅工区

岳人の森 神通滝

１２番札所焼山寺

明王寺のしだれ桜

雨乞の滝

氷室

立岩神社

神山温泉

道の駅「温泉の里神山」

神山森林公園

阿川梅の里

①観光地へのアクセス強化

・神山町（神山温泉等）や吉野川市美郷町（ほたる館等）における，観光地へのアクセス性
の向上

観光を中心とした地域振興

高開の石積み

美郷ほたる館

神山町
佐那河内村

勝浦町

上勝町

阿南市

小松島市

徳島市
石井町

吉野川市

美馬市

神山温泉

ほたるの館



３．事業の進捗状況６．短期的な投資効果
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神山町

吉野川市

未供用供用済

L=0.83km

整備後状況① 整備後状況② 整備後状況③
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凡 例

供用済み区間

_ 現 _ 道 _

未 供 用 区 間

落石危険箇所

延長Ｌ=０.８３km供用開始
道路幅員３.５mから７.０mに改良

安全・安心の確保
ア ク セ ス 向 上

一般国道１９３号 倉羅工区 L=５.１km

走行時間３．７分短縮
線形不良解消による走行性向上
落石危険箇所８箇所解消



７．道路整備により見込まれるストック効果

倉羅工区

高開の石積み

美郷ほたる館

神山町
佐那河内村

吉野川市

アーティスト･イン･レジデンス

美郷のほたる

高開の石積み

凡 例

現在の主な経路

BPにより形成される新経路

高速道路を利用した経路

自治体
支援

観光
促進

ｻﾃﾗｲﾄｵﾌｨｽ等の住民活
動が盛んな神山町へ
のアクセス向上

近隣市町の連携体制
の確立

・高速道路を利用した
観光客誘致

・移住者勧誘に寄与
・収入増による地域活性化
・２市町間の観光

美馬市

13社が神山町内にオフィスを開設
視察者 約３，０００人／年間
移住者 約２５人／年間

サテライトオフィス in神山

具体的な効果

梅酒祭り（ほたる館）


